
Society5.0 における医療・健康センシング 
 

たけたに まこと 

⽵⾕  誠 
 

⼤阪⼤学データビリティフロンティア機構 
ライフデザイン・イノベーション研究拠点戦略室 

医学博⼠・特任研究員 
 

講演概要 
⽂部科学省の「Society5.0 実現化研究拠点⽀援事業」に唯⼀採択された⼤阪⼤学の「ライ

フデザイン・イノベーション研究拠点」では情報科学技術を基盤として Society 5.0 の実現
に不可⽋な技術等の実証を⽬指している。具体的には、「ライフスタイル」研究、「ウェル
ネス」研究、「エデュテインメント」研究の３つを並⾏して推進することで様々な課題を
解決しつつ SDGs にも貢献し、さらに研究から得られた健康データや⽇常⽣活データを集
積し、さらなる社会課題の解決に繋げることを⽬的としている。 
いずれの研究プロジェクトにおいても⾝体や環境のデータを出来る限り正確に、しかも

可能な限り被検者の負担なく集めることが理想であるが、現状はまだまだ課題が多い。 
本講演では本研究拠点の活動を紹介すると共に、現状直⾯している様々な課題、さらに

Covid-19 により被検者からのデータ収集が難しい点にも触れ、それらを解決する⼿段とし
てのセンサー技術に対する期待についても議論したい。 

 

略歴 
⼤阪⼤学理学部および理学研究科終了後パナソニック中央研究所⼊社。科学技術振興調整
費によるモノクローナル抗体を⽤いた⿇薬検査装置の開発をリードした後に、カリフォル
ニア⼤学へ留学し短期記憶機構の研究に従事。帰国後、免疫学の研究により名古屋市⽴⼤
学医学部より博⼠号取得。その後、留学時の課題を解決する為に多チャンネル脳電位測定
装置を開発し、その事業化の為に再度渡⽶し、カリフォルニア⼤学の恩師らとその技術を
使った創薬ベンチャーを共同創業。さらにライフサイエンス研究所⻑を務めた後、⽇本光
電⽶国開発会社副社⻑に就任して、集中治療室⽤患者モニター等の開発責任者を務めた
後、ボストンに研究開発会社を創⽴してハーバード⼤学医学部やMIT等との共同研究を
進めた後に、２０年ぶりに帰国し、2016 年より理化学研究所リサーチコンプレックス戦略
室⻑。2020年４⽉に⼤阪⼤学ライフデザイン・イノベーション研究拠点戦略室⻑に就任。 
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ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
時
の
学
習
支
援

取
得
デ
ー
タ

連
携
企
業

（想
定
）

•
教
育

•
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
企
業

•
広
告
分
野

等
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

等

ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
・

心
拍
計
等

eラ
ー
ニ
ン
グ

協
調
学
習

•
顔
画
像

•
視
野
画
像

•
視
線
デ
ー
タ

•
座
圧

•1
6 

x 1
6 
点
の

各
点
の
圧
力

•重
心
の
座
標

•
心
拍

•
体
動

未
来
の
学
び

Ed
ut
ai
nm

en
t

8

9
ス

ポ
ー

ツ
外

傷
障

害
の

予
防

・
予

知
研

究

n
課
題
認
識
：
健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
激
し
い
身
体
接
触
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
外
傷
障
害
が
発
生
し
て
い
る

n
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
い
：
活
動
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・
障
害
の
予
測
に
よ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
外
傷
を
予
防
し
た
い

取
組
み
概
要

Ø
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
身
体
や
環
境
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
ス
ポ
ー
ツ
障

害
予
防
と
競
技
力
向
上
、
健
康
の
増
進
を
目
指
す

Ø
相
互
に
被
験
者
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
あ
う

Ø
同
一
被
験
者
で
、
多
く
の
異
な
る
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

外
傷
予
測

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・
傷
害

取
得
デ
ー
タ

連
携
企
業

（想
定
）

•
ス
ポ
ー
ツ
関
連
メ
ー
カ
ー

•
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

•
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

等

•
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
（既

往
症
、
試
合
前

体
調
）

•
心
拍

•
活
動
度

•
環
境
デ
ー
タ

（セ
ン
サ
で
取
得
）

未
来
の
学
び

Ed
ut
ai
nm

en
t

9

10
⽣

誕
１

０
０

０
⽇

⾒
守

り
研

究

n
課
題
認
識
：
1
9
7
0
年
代
半
ば
以
降
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
子
供
・
若
者
の
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

経
済
成
長
は
も
と
よ
り
、
基
盤
と
な
る
社
会
構
造
自
体
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

n
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
い
：
ま
ず
は
育
児
困
難
感
を
予
測
・
解
消
す
る
事
で
、
少
子
化
に
ま
つ
わ
る
諸
対
策

実
現
の
端
緒
と
し
た
い

取
組
み
概
要

Ø
核
家
族
の
育
児
困
難
感
予
測
・個
別
対
策
の
実
現
を
目
指
す

Ø
現
在
、
育
児
困
難
感
の
予
測
モ
デ
ル
を
開
発
し
て
い
る

Sm
ar

t B
ab

y 
Be

dに
よ
る

デ
ー
タ
収
集

取
得
デ
ー
タ

連
携
企
業

（想
定
）

•
育
児
ア
プ
リ
開
発
会
社

•
衛
生
用
品
メ
ー
カ
ー

•
広
告
会
社

等

•
活
動
量

•
歩
数

•
睡
眠
時
間

•
心
拍

•
摂
取
カ
ロ
リ
ー

•
栄
養
摂
取
量

•
気
分

•
ス
ト
レ
ス

対
処
能
力

•
抑
鬱

•
睡
眠
の
質

•
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
等

育
児
困
難
感
解
消
の
為
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

W
el
ln
es
s

未
来
の
見
守
り

10

⺟
⼦

関
係

の
形

成
を

加
速

化
し

可
視

化
す

る
た

め
の

デ
バ

イ
ス

開
発

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
型
デ
バ
イ
ス
Sm
ar
tB
ab
yB
ed

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
に
複
数
の
セ
ン
サ
を
設
置
し
乳
児
と
⺟
⼦
関
係
の
状
態
を
客
観
的
に
確
認
可
能
と
す
る

11

測
距
セ
ン
サ

乳
児
と
育
児
者

の
位
置
を
記
録

体
動
セ
ン
サ

乳
児
の
体
動

を
記
録

呼
吸
セ
ン
サ

乳
児
の
呼
吸

を
記
録

制
御
PC

セ
ン
サ
の
制
御

と
デ
ー
タ
送
信

デ
プ
ス
カ
メ
ラ

乳
児
の
様
⼦
を
録
画

温
度
セ
ン
サ

乳
児
の
体
温

を
記
録

マ
イ
ク

泣
き
声
を
記
録

W
i-F
i

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

記
録
サ
ー
バ

ソ
フ
ロ
ボ

⾳
声
に
よ

る
イ
ベ
ン

ト
記
録

11



4

12
虚

弱
⾼

齢
者

⾒
守

り
研

究

n
課
題
認
識
：
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
介
護
従
事
者
の
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
要
介
護
の
前
駆
状
態
で
あ
る
「
虚
弱
化
」
を
防
ぐ
為
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

n
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
い
：
高
齢
者
が
虚
弱
状
態
に
陥
る
予
兆
を
特
定
す
る
事
に
よ
り
、
高
齢
者
や
、
そ
の

介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
た
い

取
組
み
概
要

Ø
虚
弱
高
齢
者
の
認
知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
の
予
兆
検
出
を
目
指
す

Ø
上
記
に
基
づ
く
、
早
期
の
生
活
支
援
戦
略
の
立
案
を
目
指
す

取
得
デ
ー
タ

連
携
企
業

（想
定
）

•
保
険
会
社

•
ベ
ッ
ド
メ
ー
カ
ー

•
住
宅
メ
ー
カ
ー

•
製
薬
会
社

•
施
設
、
医
療
現
場

等

見
守
り
シ
ス
テ
ム

・ロ
ボ
ッ
ト

虚
弱
化
予
防
の
為
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

•
画
像

•
体
温

•
気
温

•
相
対
湿
度

•
照
度

•
騒
音

•
問
診
情
報

•
活
動
量

•
呼
吸
数

•
心
拍

•
服
薬
状
況
等

W
el
ln
es
s

未
来
の
見
守
り

12

虚
弱

⾼
齢

者
⾒

守
り

研
究

13

家
族

に
メ

ー
ル

で
ア

ラ
ー

ト
サ

ー
ビ

ス
定

期
的

訪
問

サ
ー

ビ
ス

13

13

14
PL

R基
盤

を
⽤

い
た

被
験

者
パ

ネ
ル

テ
ー
マ

具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（抜
粋
）

n
企
業
が
必
要
と
す
る
「
被
験
者
パ
ネ
ル
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能

こ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
連
携
に
よ
る
パ
ネ
ル
構
築
の
可
能
性
も
あ
り

未
来
の
学
び

Ed
ut
ai
nm

en
t

n
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
障
害
の
予
防
・予
知
研
究

n
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
マ
ー
ト
化

Ø
大
阪
大
学
や
大
学
間
連
携
協
定
を
結
ん
だ
京
都
橘
大
学
、
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
の
九
州
大
学
な
ど
の
学
生
で
百
人
前
後
の
パ
ネ
ル

Ø
大
阪
大
学
や
大
学
間
連
携
協
定
を
結
ん
だ
京
都
橘
大
学
、
大
阪
体
育

大
学
な
ど
の
学
生
で
数
百
人
～
数
千
人
規
模
の
パ
ネ
ル

W
el
ln
es
s

未
来
の
見
守
り

n
⽣
誕
10
00
⽇
（
妊
娠
か
ら
２
才
）

⾒
守
り
研
究

Ø
ミ
ル
ケ
ア
（ス
マ
ホ
ア
プ
リ
）や
保
健
学
科
関
係
で
数
百
人
規
模
の
パ
ネ

ル

具
体
的
な
被
験
者
パ
ネ
ル
構
築
イ
メ
ー
ジ

Lif
eS
ty
le

未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー

n
対
話
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
⾼
齢
者
の

健
康
維
持
研
究

Ø
医
学
部
精
神
科
の
受
診
者
や
そ
の
家
族
で
数
十
人
規
模
の
パ
ネ
ル

14

15
PL
Rプ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〜
デ
ー
タ
の
取
扱
い
ポ
リ
シ
ー
・
個
⼈
か
ら
の
同
意
取
得
の
仕
組
み

n
利
⽤
者
・
利
⽤
⽬
的
の
審
査
制
度
お
よ
び
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
時
に
デ
ー
タ
提
供
を
す
る
個
人
に

さ
ら
に
同
意
を
得
る
機
能
を
通
じ
て
、
安
心
し
て
活
用
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す

各
研
究

PJ
に

デ
ー
タ
提
供
を
す
る
個
人

デ
ー
タ
利
用
者

デ
ー
タ
取
引
事
業
者

デ
ー
タ
提
供
者

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
参
画
企
業
等

企
業

自
治
体

大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

CD
S

大
阪
大
学

iL
D
i

研
究 PJ

研
究 PJ

研
究 PJ

研
究 PJ

①
同
意

会
員
企
業
に
な
る
為
の
審
査

信
頼
で
き
る
企
業
で
な
い
と

⼊
会
が
許
さ
れ
な
い

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ン
セ
ン
ト
※

①
〜
③
に
よ
り
、
継
続
的
か
つ
確
実
な

同
意
取
得
を
⾏
い
、
個
⼈
か
ら
の
信
頼
を
醸
成
す

る

②
同
意
情
報

③
同
意
に
よ
る
二
次
利
用
と
対
価
支
払

入
口
で
の
絞
込

機
動
的
な
同
意
取
得

デ
ー
タ
利
用
申
請

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約

デ
ー
タ
利
⽤
⽬
的
等
の
審
査

妥
当
な
利
⽤
⽬
的
で
な
い
と

利
⽤
が
許
さ
れ
な
い

個
別
チ
ェ
ッ
ク

※
各

PJ
に
デ
ー
タ
提
供
を
行
う
個
人
毎
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

同
意
取
得
と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
の
事
を
指
す

PL
R基
盤
シ
ス
テ
ム

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
仮
名
化
し
、

安
全
安
心
に
取
り
扱
え
る
デ
ー
タ
流
通
基
盤
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
特
許
出
願
中

15



5

16
PL

R
基

盤
と

他
の

デ
ー

タ
利

活
⽤

⽅
式

と
の

⽐
較

PL
R基
盤

情
報
銀
⾏

認
定
匿
名
加
⼯
医
療
情
報
作
成
事
業
者

⽬
的

健
康
デ
ー
タ
と
⽇
常
⽣
活
デ
ー
タ
を
連
続

的
・
継
続
的
に
蓄
積
し
た
「

Pe
rso

na
l 

Lif
e 

Re
co

rd
（

PL
R)
」
の
利
活
⽤

情
報
信
託
の
仕
組
み
を
⽤
い
、
消
費
者
関

与
の
上
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
流
通
・

活
⽤
す
る

匿
名
加
⼯
さ
れ
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利

活
⽤
し
て
医
療
分
野
の
研
究
開
発
に
⽤
い
る

デ
ー
タ
提
供
者

個
⼈

事
業
者
（
医
療
機
関
等
）

要
配
慮
情
報

取
り
扱
い
あ
り

取
り
扱
い
な
し

取
り
扱
い
あ
り

蓄
積
デ
ー
タ

（
例
）

活
動
量
、
⾏
動
デ
ー
タ
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

機
器
か
ら
の
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

環
境
デ
ー
タ
等

移
動
･⾏
動
･購
買
履
歴
、
属
性
情
報
､

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
か
ら
の
デ
ー
タ
等

医
療
情
報
（
電
⼦
カ
ル
テ
等
）

デ
ー
タ
形
式

仮
名

匿
名

提
供
者
の
同
意

デ
ー
タ
提
供
時
の
同
意
に
加
え
、
⼆
次
利

⽤
（
第
三
者
提
供
）
希
望
に
即
し
再
度
同

意
が
取
得
で
き
る
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ン

セ
ン
ト
）

デ
ー
タ
提
供
時
に
オ
プ
ト
イ
ン
の
同
意
を

取
得
。
基
本
的
に
は
包
括
的
同
意
で
構
わ

な
い
た
め
、
再
度
の
同
意
は
必
須
で
は
な

い

患
者
が
希
望
す
る
場
合
、
情
報
を
提
供
し
な

い
こ
と
も
で
き
る
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
）

提
供
者
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

n
ポ
イ
ン
ト
等
の
付
与

n
⾃
分
⾃
⾝
の
選
好
に
最
適
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

n
患
者
︓
⾃
⾝
の
診
療
録
の
閲
覧

n
事
業
者
︓
デ
ー
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
・
遠
隔

デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
⽤

被
験
者
パ
ネ
ル
の

募
集

可
能

不
可
能

事
例

⼤
阪
⼤
学

PL
R基
盤

n
総
務
省
「
情
報
信
託
機
能
活
用
促
進

事
業
」
採
択
事
業

n
株
式
会
社

Da
ta

Sig
n「

pa
sp

it」
等

５
社
（
⽇
本

IT団
体
連
盟
に
よ
る
認

定
）

n
⼀
般
社
団
法
⼈
ラ
イ
フ
デ
ー
タ
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
（
千
年
カ
ル
テ
）

n
⼀
般
財
団
法
⼈
⽇
本
医
師
会
医
療
情
報
管

理
機
構
（

6/
30
認
定
）

（
次
世
代
医
療
基
盤
法
に
よ
る
認
定
事
業

者
）

16

17

一
般
社
団
法
人
デ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

17

n
S
oc
ie
ty
5.
0を
め
ざ
し
た
、
具
体
開
発
案
件
で
の
高
度
な

デ
ー
タ
統
合
・利
活
用
に
よ
る
新
た
な
知
的
価
値
創
造

Ø
う
め
き
た
2期
・大
阪
関
西
万
博
20
25
・コ
ロ
ナ
後
の
地
域

開
発
案
件
で
の
展
開

n
新
た
な
生
活
・ビ
ジ
ネ
ス
・地
域
づ
く
り
へ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
の
活
用

Ø
ラ
イ
フ
・ビ
ジ
ネ
ス
・ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル
な
ど
新
た
な
行

動
様
式
へ
の
企
業
戦
略
と
高
付
加
価
値
創
造

Ø
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築

PL
R基
盤
の
運
用

取
組
み
を
推
進
・加
速
化
す
る
事
業
・会
議
体
の
設
置

目
指
す
姿
：
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
あ
る
べ
き
社
会
の
実
現

18
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

設
⽴

の
コ

ン
セ

プ
ト

Ø
デ
ー
タ
活
用
に
当
た
っ
て
課
題
と
な
る
、
企
業
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用

人
材
の
育
成
や
デ
ー
タ
保
有
者
と
デ
ー
タ
活
用
ニ
ー
ズ
を
持
つ
関
係

者
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
為
の
事
業

Ø
あ
る
べ
き
社
会
の
実
現
に
向
け
た
産
官
学
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
全

体
の
取
組
み
方
向
性
の
検
討
や
、
個
別
で
の
取
り
組
み
検
討
の
為
の

会
議
体

Ø
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
参
加
企
業
が

個
人
情
報
漏
洩
や
活
用
に
係
る

同
意
取
得
漏
れ
を
懸
念
す
る
必

要
の
な
い
仕
組
み
を
運
用

目
指
す
姿
実
現
の
為
の
取
組
み

1
2

n
当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
、
大
き
く
２
つ
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す

18

19
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
の
紹
介
や
学
術
相
談
、
連
携
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
対
話
、

民
間
企
業
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
く
、
デ
ー
タ
取
得
等
を
実
施
す
る

共
同
研
究

デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
提
供
や
、
実
証
の
為
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、

設
備
紹
介
を
行
う

デ
ー
タ
＆

フ
ィ
ー
ル
ド
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
賛
助
法
人
会
員
と
の
自
由
闊
達
な

議
論
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
会
を
開
催
す
る

懇
談
会

民
間
企
業
や
行
政
が
単
独
で
は
実
施
困
難
な
各
種
取
組
み
サ
ポ
ー
ト
に
向
け
、

当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
主
導
的
に
取
組
み
を
行
う

キ
ャ
ン
パ
ス

（
豊
中
・
箕
面
）

デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ

懇
親
会
（
イ
メ
ー
ジ
）

n
当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
大
き
く
3
つ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
向
け
た
取
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す

19



6

20
会

議
体

・
事

業
の

⼀
覧

n
前
頁
ま
で
の
目
的
・
取
組
の
実
現
の
為
、
必
要
な
会
議
体
・
事
業
を
設
置

会
議
体

事
業

人
材
育
成

事
業

Ø
実
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く

⼈
⼯
知
能
講
座

•
AI
専
⾨
⼈
材
の
育
成
〔
20
19
年
度

36
名
、
20
20
年
度
50
名
〕

Ø
ビ
ジ
ネ
ス
AI
講
座

•
デ
ー
タ
利
活
⽤
し
た
企
業
戦
略
を
企

業
経
営
者
と
の
共
創
（
20
名
）

Ø
市
場
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

•
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
利
活
用
し

た
社
会
課
題
解
決
戦
略
を
踏
ま

え
た
、
大
阪
大
学
と
会
員
の
マ
ッ

チ
ン
グ

デ
ー
タ
ハ

ン
ド
リ
ン
グ

事
業

Ø
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
集
い
、
高
付

加
デ
ー
タ
を
融
合
・利
活
用
し
た
未
来
社
会

像
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
検
討
す
る

デ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
総
会

デ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

戦
略
会
議

Ø
賛
助
法
人
会
員
・大
阪
大
学
が
連
携
し
、
具
体

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
テ
ー
マ
に
検
討
す
る

（
具
体
的
テ
ー
マ
）

①
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ

ル
な
ど
の
実
態
把
握

②
課
題
抽
出
と
あ
る
べ
き
社
会
像
の

設
計

③
戦
略
の
練
り
あ
げ

④
具
体
計
画
の
⽴
案

Ø
戦
略
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
個
別
企
業

固
有
課
題
へ
の
情
報
活
用
の
具
体
戦
略
を

検
討
す
る

n
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
参
加
者
を
招
集
し
、
取
組
み
を
推
進
す
る
為

の
会
議
体

n
企
業
に
お
い
て
課
題
に
な
る
事
の
多
い
、

デ
ー
タ
活
用
技
術
等
に
関
す
る
事
業

企
業

A
企
業

B
企
業

C
・・
・

個
別
企
業
と
の
戦
略
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

20

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
参
画
企
業
等

21
PL

R基
盤

を
⽤

い
た

デ
ー

タ
ビ

ジ
ネ

ス
の

構
造

n
P
L
R
基
盤
を
用
い
た
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進

大
学

企
業

自
治
体

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

CD
S

大
阪
大
学

iL
D
i

研
究 PJ

研
究 PJ

研
究 PJ

研
究 PJ

デ
ー
タ
購
入

費
用
支
払

デ
ー
タ
販
売

対
価
の
配
賦

支
払
に
必
要
な

情
報

各
研
究
PJ
に
デ
ー
タ
提

供
を
す
る
個
人二
次
利
用

謝
礼
と
し
て

ポ
イ
ン
ト
等
還
元

PL
Rデ
ー
タ
（
販

売
デ
ー
タ
）

提
供

デ
ー
タ
利
用
者

デ
ー
タ
取
引
事
業
者

デ
ー
タ
提
供
者

各
レ
イ
ヤ
ー
の
機
能

n
煩
雑
な
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
な
く
、
PL
R

基
盤
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
新
た
な
価
値

＝
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

n
価
値
の
高
い
PL
Rデ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
利
用

者
と
提
供
者
を
仲
介
し
て
デ
ー
タ
活
用
を

促
進
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運

用
す
る

n
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
研
究
か
ら
産
出
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
PL
R基
盤
に
蓄
積
し
、
デ
ー
タ

提
供
対
価
を
得
る

n
デ
ー
タ
提
供
を
す
る
個
人
は
二
次
利
用
の

機
会
を
通
じ
て
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
対
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
る

21

22
iL

D
iデ

ー
タ

カ
タ

ロ
グ

・
サ

ン
プ

ル

デ
ー
タ
計
測
状
況

学
習
時

正
面
上
半
身
を
撮
影

日
常
生
活

24
時
間
（1
か
月
）

就
寝
時

学
習
時

（屋
内
、
週
1回
1時
間
）

乳
児
の
日
常
状
態

質
問
20
項
目

デ
ー
タ
取
得
対
象

大
学
生

成
人

男
女

（6
0歳
以
上
）

成
人

男
女

（2
0～
25

歳
）

成
人

男
女

（2
0～

60
歳
）

初
産
の

母
親

（2
0～

35
歳
）

４１ ２ ３ ５N
o.

デ
ー
タ
数

約
90
00
人
（大
学
1年

生
中
心
）

約
10
00
人

（男
＝

約
50
0人

女
＝

約
50
0人
）

約
30
人
（男

＝
約
20

女
＝

約
10
）

約
50
人
（男

＝
約
25
人
、

女
＝

約
25
人
）

約
10
0人

デ
ー
タ

名
称

計
測

手
段
・

デ
ー
タ

種
類

4K
カ
メ
ラ

（R
G

B
,６

０
ｆｐ

ｓ
画
像
）

S
O

N
Y
 S

m
ar

B
an

d2
に
よ
る
計
測

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

（6
40

*3
60
画

素
7f

ps
画
像
）

E
M

R
-9
ナ
ッ
ク

ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー

時
系

列
視
線
デ
ー
タ

ア
ン
ケ
ー
ト

デ
ー
タ

収
集
（開

始
）

時
期

毎
年

30
00
人

令
和
2年
2月
～

随
時
・3
か

月
お
き

令
和

元
年
12

月
～

一
部
実
施

令
和
2年

8月

令
和

3年
1月

n
阪
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
３
０
０
種
類
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ら
７
０
０
種
類
程
度
の
デ
ー
タ
収
集
を
予
定

し
て
い
ま
す

脈
波

体
温

視
線

顔
画
像

テ
キ
ス
ト

! ! !

22

2
3

当
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

と
共

同
研

究
と

の
⽐

較

デ
ー
タ
活
用

に
関
し

可
能
な
内
容

関
係
性

費
用

取
組
み
の

発
展
性

共
同
研
究

当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

１
企
業
と
１
研
究
者
と
の
契
約
に
基
づ

く
関
係
性

複
数
の
企
業
や
法
人
・大
学
で
構
成
さ

れ
る
社
団
法
人
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

関
係
性

デ
ー
タ
取
得
に
関
わ
る
全
研
究
費
用

を
負
担

入
会
金
・年
会
費
の
み

（別
途
、
利
用
デ
ー
タ
活
用
に
関
す
る

費
用
負
担
あ
り
）

•
研
究
者
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
、

特
定
テ
ー
マ
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す

る
研
究
・開
発

•
発
生
し
た
知
財
は
研
究
者
と
の
協

議
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
研
究

者
へ
譲
渡
す
る
必
要
が
あ
る

•
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
の
閲
覧
・デ
ー
タ

の
活
用
※

（
※
デ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
は
、
別
途
利

用
契
約
の
締
結
要
）

•
発
生
し
た
知
財
は
利
用
企
業
が
権

利
を
持
つ
こ
と
と
な
る

•
必
要
に
応
じ
て
共
同
研
究
に
展
開

も
可
能

•
他
企
業
・法
人
と
の
連
携
容
易

•
契
約
の
範
囲
で
の
取
り
組
み
に
終

始
し
、
他
取
組
み
と
の
連
携
や
発

展
は
期
待
し
づ
ら
い

n
当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
豊
富
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
等
、
共
同
研
究

に
比
べ
柔
軟
性
・発
展
性
の
あ
る
取
組
み
を
実
現
し
ま
す

「賛
助
法
人
会
員
戦
略
会
議
」の
開
催

（四
半
期
毎
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
通
知

研
究
拠
点
の
紹
介
、

拠
点
全
般
に
関
す
る
相
談

共
同
研
究
希
望
に
対
す
る
調
整

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
／
デ
ー
タ
の
有
償
利
用

研
究
拠
点
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ

デ
ー
タ
収
集
へ
の
要
望

人
材
育
成
受
講
料
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

法 人 # $

23



7

賛
助
個
⼈
会
員
（
2名
）

令
和
２
年
10
⽉
25
⽇
現
在

株
式
会
社
博
報
堂

ア
フ
ラ
ッ
ク
⽣
命
保
険
会
社

メ " カ "

ス
ズ
キ
株
式
会
社

ダ
イ
キ
ン
⼯
業
株
式
会
社

株
式
会
社
東
芝

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

三
菱
電
機
株
式
会
社

シ
ス
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス

鉄 道 ・

エ ネ ル ギ

⼤
阪
ガ
ス
株
式
会
社

⻄
⽇
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

株
式
会
社
JR
⻄
⽇
本
テ
ク
シ
ア

ア
ド
ソ
ル
⽇
進
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

⻄
⽇
本
電
信
電
話
株
式
会
社

⽇
本
電
気
株
式
会
社

合
同
会
社
み
ら
か
中
央
研
究
所

株
式
会
社
⽇
本
総
合
研
究
所

SR
Cグ
ル
ー
プ

株
式
会
社
イ
ン
テ
ー
ジ

建 設 ・ 不 動 産

株
式
会
社
⽵
中
⼯
務
店

三
井
不
動
産
株
式
会
社

う
め
き
た
2期
地
区
開
発
事
業
者

（
以
下
）
⼤
阪
ガ
ス
都
市
開
発
株
式
会
社

オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
株
式
会
社

関
電
不
動
産
開
発
株
式
会
社

積
⽔
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
⽵
中
⼯
務
店

阪
急
電
鉄
株
式
会
社

三
菱
地
所
株
式
会
社

う
め
き
た
開
発
特
定
⽬
的
会
社

製 薬
ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社

広 告

令
和
２
年
１
1⽉
現
在
４
４
団
体
24

う
め
き
た
２
期
み
ど
り
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
融
合
拠
点
形
成
推
進
協
議
会

（
⼀
財
）
⼤
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

⼤
阪
市
経
済
戦
略
局

⼤
阪
市
都
市
計
画
局

⼤
阪
商
⼯
会
議
所

（
⼀
財
）
⼤
阪
⼤
学
産
業
科
学
研
究
協
会

⼤
阪
府

（
⼀
社
）
関
⻄
経
済
同
友
会

（
公
社
）
関
⻄
経
済
連
合
会

理
化
学
研
究
所

情 報 通 信 ・

コ ン サ ル テ 0 ン グ ⾦ 融

国
⽴
⼤
学
法
⼈
⼤
阪
⼤
学

国
⽴
⼤
学
法
⼈
⼭
梨
⼤
学

学
校
法
⼈
京
都
橘
学
園
京
都
橘
⼤
学

公
⽴
⼤
学
法
⼈
⼤
阪
⼤
阪
府
⽴
⼤
学
⼯
業

⾼
等
専
⾨
学
校

賛
助
法
⼈
会
員
（
業
種
別
）
３
０
社

協
賛
会
員
（
50
⾳
順
）

ア
カ
デ
ミ
ア
会
員
（
50
⾳
順
）

会
員

企
業

お
よ

び
団

体

24

25
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
取

組
み

〜
部

会
の

設
置

n
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
よ
り
⼀
層
加
速
す
る
為
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
課
題
解
決
に
向
け

た
テ
ー
マ
毎
の
部
会
を
設
置

1.
オ
ー
プ
ン
タ
イ
プ
︓
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
可
能

2.
セ
ミ
・
ク
ロ
ー
ズ
タ
イ
プ
︓
提
案
時
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
す
会
員
の
み
が
参
加
可
能

3.
ク
ロ
ー
ズ
タ
イ
プ
︓
公
募
せ
ず
に
複
数
会
員
か
ら
の
提
案
に
よ
り
設
置

n
会
員
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
理
事
会
が
承
認
す
る
こ
と
で
設
置

n
既
に
２
部
会
設
置

n
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
部
会

n
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
会

25

26

n
東

京
⼤

学
⼤

澤
幸

⽣
教

授
考

案
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
⼿

段
n

オ
ー

プ
ン

タ
イ

プ
n

デ
ー

タ
そ

の
も

の
で

は
な

く
、

メ
タ

情
報

を
公

開
n

デ
ー

タ
の

持
つ

価
値

を
共

有
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

発
を

促
す

n
異

な
る

デ
ー

タ
を

突
合

し
て

新
し

い
価

値
を

⽣
み

出
す

こ
と

が
⽬

的
n

デ
ー

タ
の

か
け

合
わ

せ
や

活
⽤

法
に

関
す

る
ア

イ
デ

ア
が

提
供

さ
れ

る
こ

と
で

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
発

が
活

性
化

さ
れ

る

デ
ー

タ
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

部
会

26

27
ス

ポ
ー

ツ
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

部
会

n
⽇

本
総

合
研

究
所

提
案

n
セ

ミ
・

ク
ロ

ー
ズ

タ
イ

プ
n

能
⼒

を
最

⼤
限

に
発

揮
で

き
る

超
集

中
状

態
を

意
図

的
に

作
り

出
す

n
業

務
の

⽣
産

性
を

上
げ

る
と

同
時

に
本

⼈
の

幸
福

度
を

⾼
め

る
n

実
施

す
る

地
⽅

公
共

団
体

や
ス

ポ
ー

ツ
団

体
に

も
メ

リ
ッ

ト
n

４
プ

レ
イ

ヤ
ー

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

基
本

と
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

27



8

28
ス

ポ
ー

ツ
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
n

部
会

提
案

を
元

に
拠

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

設
置

n
３

⽉
に

⻑
野

県
野

沢
温

泉
村

で
実

証
実

験
n

６
社

か
ら

17
名

が
参

加
n

測
定

項
⽬

n
フ
ロ
ー
状
態
︓
脳
波

n
集
中
⼒
︓
⼼
拍
数
、
表
情

n
ス
ト
レ
ス
︓
脈
波

n
⾝
体
情
報
︓
体
組
成
計
他

n
活
動
料
︓
Fi
tB
it

n
ア
ン
ケ
ー
ト

28

29
ド

ラ
イ

脳
波

計
に

よ
り

集
中

度
を

測
定

n
ペ

ー
ス

ト
を

⽤
い

な
い

ド
ラ

イ
脳

波
計

を
導

⼊
n

専
⾨

医
不

在
で

も
簡

単
に

脳
波

計
測

可
能

n
ア

ル
フ

ァ
波

の
増

⼤
を

確
認

29

30

•
時

代
を

変
え

て
き

た
セ

ン
サ

ー
•

次
世

代
セ

ン
サ

へ
の

期
待

So
ci

et
y 

5.
0 

実
現

の
鍵

は
ヒ

ト
の

デ
ー

タ
を

計
測

す
る

セ
ン

サ
ー

30

So
ci

et
y 

5.
0 

実
現

の
鍵

は
セ

ン
サ

ー

想
定
対
象
：
大
学
生

想
定
対
象
：
母
子
・
高
齢
者

想
定
対
象
：
母
子
・
高
齢
者

楽
し
ん
で
学
ぶ
か
ら

続
け
た
く
な
る

無
理
の
な
い
能
力
向
上

ロ
ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す

ロ
ボ
ッ
ト
と
話
す

病
院
か
ら
在
宅
に

セ
ン
サ
と
暮
ら
す

気
づ
き
か
ら
健
康
管
理

未
来
の
学
び

未
来
の
見
守
り

未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー

Ed
ut
ai
nm

en
t

Li
fe
St
yl
e

W
el
ln
es
s

う
め
き
た
2
期
区
域

24
0万
人

豊
中

キ
ャ
ン
パ
ス

箕
面

新
キ
ャ
ン
パ
ス

PL
R
の
普
及
・
標
準
化

マ
ネ
タ
イ
ズ

70
億
人

PL
R
を

世
界
標
準
へ

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

共
通
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤

社
会
技
術
研
究

O
SA
KA
-K
A
N
SA
I

JA
PA
N

EX
PO
 2
02
5

高
齢
者
施
設

独
居
高
齢
者

（
北
摂
）

未
来
の
教
育

の
実
践

デ
ー
タ
利
活
用

に
関
す
る

ル
ー
ル
策
定

在
宅
心
不
全
患
者
の

遠
隔
見
守
り
・
ﾘﾊ
ﾋﾞ
ﾘ支
援

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

（
SO

N
Y製
改
良
）

歩
数

等

妊
産
婦
30
0人

（
北
摂
在
住
）

S
m
ar
t 
B
ab
y 
B
ed

核
家
族
の
育
児
困
難
感
予
測
・

個
別
対
策

体
温

音
声

体
動

呼
吸

カ
メ
ラ

距
離

ロ
ボ
ッ
ト
と
の
対
話
に
よ
る
健
康
維
持

ロ
ボ
ッ
ト
等

音
声

行
動
履
歴

熱
中
症
の
予
兆
検
出

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

心
拍

皮
膚
温
度

温
湿
度

衣
服

温
度

加
速
度

学
生
の
生
活
支
援

ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
・

心
拍
計
等

眼
球
運
動
心
拍

音
声

発
汗

座
圧

D
yn
am
ic
 c
on
se
nt

を
組
み
込
ん
だ

シ
ス
テ
ム

様
々
な
カ
メ
ラ
・
セ
ン
サ

に
よ
る
行
動
セ
ン
シ
ン
グ

M
Y-
PL
R

個
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

個
人
適
応
型
学

習
教
材
推
薦

探
究
学
習
支
援

シ
ス
テ
ム

子
育
て
世
代
Io
T 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
PL
Rプ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

安
全
安
心
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
整
備
研
究

W
or
k 
At
tit
ud
e 

PL
R収
集
基
盤

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

に
関
す
る
e-
Le
ar
ni
ng
 教
材

共
生
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
日
常

活
動
情
報
の
収
集
と
活
用

セ
ン
サ
・
カ
メ
ラ
に

よ
る
情
報
可
視
化

ラ
ン
ニ
ン
グ
Pe
rs
on
al 

Da
ta
 S
to
re
 (P
DS
)

学
習
増
強
の
セ
ン
シ
ン
グ

と
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

歯
ブ
ラ
シ
型
Io
T

健
康
高
齢
者

（
甲
府
市
）

災
害
対
応
PL
R

動
的
ソ
ー
シ
ャ
ル

グ
ラ
フ
収
集
基
盤

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
乳
幼

児
の
社
会
性
発
達
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習

支
援
と
デ
ー
タ
活
用

医
師
の
勤
務
割
り

当
て
最
適
化
手
法

会
議
の

質
推
定

Ey
ew
ea
r プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム

BL
Eビ
ー
コ
ン
に
よ

る
医
療
・
介
護
支
援

介
護
行
動
ロ
グ

収
集
シ
ス
テ
ム

生
徒
の
学
校
行
動
の

記
録
・
異
常
検
知

頭
部
装
着
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

積
み
木
型
セ
ン

サ
デ
バ
イ
ス

生
活
デ
ー
タ
収
集

基
盤

環
境
デ
ー
タ
計
測
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
状
態
推
定

4.
a
効
果
的
学
習
環

境

3.
d
健
康
危
険
因
⼦
緩
和

17
.1

7 
官
⺠
、
市
⺠
社
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

認
知
症
・
寝
た
き
り
予
兆
検
出
・
支
援
戦
略

見
守
り
シ
ス
テ
ム

・
ロ
ボ
ッ
ト

体
温

行
動

会
話

温
湿
度
心
拍

4K
カ
メ
ラ
、

心
電
計
ウ
ェ
ア
等

外
傷
予
防
と
競
技
力
向
上
、

健
康
の
増
進

心
拍

画
像
情
報

ア
プ
リ

SD
G
sへ

の
貢
献

デ
ー
タ
の
蓄

積
・再
利
用

デ
ー
タ
の
蓄

積
・再
利
用

デ
ー
タ
の
蓄

積
・再
利
用

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

内
面
情
報
分
析

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
に
よ
る
マ
ラ
ソ

ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
支
援

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
型
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援

デ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

デ
ー
タ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
事
業

賛
助
会
員
の
参
画

デ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
人
材
育
成

16
.6

.⾼
い
公
共
性

の
発
展

9.
1安
全
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
提
供

4.
3 
平
等
な
教
育
提

供

31

31
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32
ヒ
ト
計
測
用
セ
ン
サ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

0.
  ⼩

型
、

低
電

⼒
（

無
電

⼒
）

、
ワ

イ
ア

レ
ス

1.
侵

襲
型

か
ら

⾮
侵

襲
型

2.
専

⾨
医

・
專

⾨
技

師
に

依
存

し
な

い
3.

接
触

か
ら

⾮
接

触
4.

不
可

能
を

可
能

に

32

33
１
．
侵
襲
型
か
ら
非
侵
襲
型

時
代

を
変

え
た

セ
ン

サ
ー

〜
⽇

本
⼈

の
貢

献
l

超
⾳

波
ド

ッ
プ

ラ
ー

l
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー

33

n
超

⾳
波

検
査

○
超

⾳
波

を
対

象
物

に
当

て
て

そ
の

反
響

を
画

像
化

す
る

画
像

検
査

法
○

⾮
侵

襲
的

な
検

査
⼿

法

○
X線

画
像

検
査

と
は

異
な

り
被

爆
の

恐
れ

が
無

い

○
医

療
分

野
で

広
く

利
⽤

さ
れ

て
い

る
。

34
１

．
侵

襲
型

か
ら

⾮
侵

襲
型

〜
超

⾳
波

ド
ッ

プ
ラ

ー

日
本
医
療
機
器
産
業
連
合
会

HP
よ
り
引
用

ht
tp

s:/
/w

w
w

.jf
m

da
.g

r.j
p/

de
vi

ce
ki

ka
ku

/t
op

ix/
03

/p
ag

e_
02

.h
tm

l

34

n
19

59
年

⾥
村

茂
夫

（
阪

⼤
産

業
科

学
研

究
所

）
が

⾮
侵

襲
測

定
に

成
功

〜
19

60
年

４
⽉

死
去

n
19

59
年

ワ
シ

ン
ト

ン
⼤

学
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
侵

襲
的

に
測

定
成

功

n
19

69
~1

97
0 

 パ
ル

ス
ド

ッ
プ

ラ
ー

法
︓

英
国

、
⽶

国
、

フ
ラ

ン
ス

、
⽇

本

n
19

74
２

D
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

よ
り

臨
床

現
場

に
普

及

35
１

．
侵

襲
型

か
ら

⾮
侵

襲
型

〜
超

⾳
波

ド
ッ

プ
ラ

ー

画
像
は

“A
 sh

or
t H

ist
or

y 
of

 th
e 

de
ve

lo
pm

en
t o

f U
ltr

as
ou

nd
 in

 O
bs

te
tr

ics
 a

nd
 G

yn
ec

ol
og

y”
 よ
り
引
用

ht
tp

s:/
/w

w
w

.o
b-

ul
tr

as
ou

nd
.n

et
/s

at
om

ur
a.

ht
m

l

35
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36
１

．
侵

襲
型

か
ら

⾮
侵

襲
型

〜
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー

n
酸

素
飽

和
度

○
⾚

⾎
球

中
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
の

う
ち

酸
素

と
結

合
し

て
る

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

の
割

合
。

通
常

96
％

以
上

○
90

％
以

下
〜

呼
吸

不
全

等
重

篤
な

状
態

○
採

⾎
し

て
分

析
〜

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
ー

の
発

明
ま

で
は

写
真
は
シ
ン
カ
ナ
ー
ス

HP
よ
り
引
用

ht
tp

s:/
/s

in
ka

nu
rs

e.
jp

/2
17

22
/

36

37
１

．
侵

襲
型

か
ら

⾮
侵

襲
型

〜
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
n

酸
素

飽
和

度
を

採
⾎

せ
ず

に
連

続
で

測
定

○
酸
化
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
鮮
⾚
⾊
）
と
還
元
型
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
暗
⾚
⾊
）
の

光
の
吸
収
の
違
い
を
、
２
波
⻑
の
光
の
透
過
光
か
ら
計
算

n
パ

ル
ス

オ
キ

シ
メ

ー
タ

ー
の

歴
史

○
⻘
柳
卓
雄
（
⽇
本
光
電
）
の
原
理
発
明
（
⽿
で
測
定
）
(1
97
4)

○
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
商
品
化
19
77

○
⽶
ネ
ル
コ
ア
社
に
よ
り
臨
床
現
場
で
普
及

IC
Uで
は
標
準
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

○
⼩
型
化
、
指
先
⼀
体
型
で
さ
ら
に
普
及

○
IE
EE
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
が
⻘
柳
博
⼠
に
(2
01
5)

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
病
態
把
握
に
必
須

世
界
中
で
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
の
有
⽤
性
が
再
認
識

写
真
は
日
本
光
電

HP
か
ら
引
用

ht
tp

s:/
/w

w
w

.n
ih

on
ko

hd
en

.c
o.

jp
/in

fo
rm

at
io

n/
ao

ya
gi

/

37

38
１

．
期

待
さ

れ
る

⾮
侵

襲
型

セ
ン

サ
ー

n
侵

襲
型

⾎
糖

計
n

⾮
侵

襲
⾎

糖
計

〜
19

75
年

頃
か

ら
開

発
開

始
○

bi
oi

m
pe

da
nc

e
sp

ec
tro

sc
op

y
○

m
ic

ro
w

av
e/

RF
 se

ns
in

g
○

flu
or

es
ce

nc
e 

te
ch

no
lo

gy
○

m
id

-in
fra

re
d 

sp
ec

tro
sc

op
y

○
ne

ar
 in

fra
re

d 
sp

ec
tro

sc
op

y
○

op
tic

al
 c

oh
er

en
ce

 to
m

og
ra

ph
y

○
op

tic
al

 p
ol

ar
im

et
ry

○
Ra

m
an

 sp
ec

tro
sc

op
y

○
re

ve
rse

 io
nt

op
ho

re
sis

○
ul

tra
so

un
d 

te
ch

no
lo

gy
n

20
20

G
lu

co
Be

a
m

(R
a

m
a

n 
sp

ec
tro

sc
op

y)
○

精
度

23
.6

%
 (侵

襲
型

精
度

5.
6 

~ 
20

.8
%

)
n

現
在

２
８

件
の

治
験

進
⾏

中
（

ht
tp

s:/
/c

lin
ic

a
ltr

ia
ls.

go
v）

写
真
は
「病
院
の
検
査
の
基
礎
知
識
」H

Pか
ら
引
用

ht
tp

s:/
/m

ed
ica

l-c
he

ck
up

.in
fo

/a
rt

icl
e/

44
93

61
57

.h
tm

l

38

39
１

．
期

待
さ

れ
る

⾮
侵

襲
型

セ
ン

サ
ー

n
頭

蓋
内

圧
○

中
枢

神
経

系
は

頭
蓋

⾻
や

硬
膜

に
よ

り
ほ

ぼ
密

閉
〜

脳
、

脳
脊

髄
液

、
⾎

管
○

ホ
メ

オ
ス

タ
シ

ス
に

よ
り

極
め

て
⼀

定
に

保
た

れ
て

い
る

︓
60

〜
15

0m
m

H
2O

○
⼤

き
な

変
動

は
重

⼤
な

、
時

に
は

致
死

的
疾

患
n

⾮
（

低
）

侵
襲

測
定

（
予

測
）

法
○

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
○

＋
脳

・
循

環
器

系
モ

デ
ル

○
＋

機
械

学
習

他
n

現
在
34

件
の

治
験

進
⾏

中
（
ht
tp
s:/
/c
lin
ic
al
tri
al
s.g
ov

）
Go

to
, T

., 
Fu

rih
at

a,
 K

. &
 H

on
go

, K
. N

at
ur

al
 

re
so

na
nc

e 
fre

qu
en

cy
 o

f t
he

 b
ra

in
 d

ep
en

ds
 o

n 
on

ly
 

in
tr

ac
ra

ni
al

 p
re

ss
ur

e:
 cl

in
ica

l r
es

ea
rc

h.
Sc

i 
Re

p
10
,2

52
6 

(2
02

0)
.

39
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40
ヒ
ト
計
測
用
セ
ン
サ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

0.
  ⼩

型
、

低
電

⼒
（

無
電

⼒
）

、
ワ

イ
ア

レ
ス

1.
侵

襲
型

か
ら

⾮
侵

襲
型

2.
専
⾨
医
・
專
⾨
技
師
に
依
存
し
な
い

3.
接

触
か

ら
⾮

接
触

4.
不

可
能

を
可

能
に

40

41
２

．
専

⾨
医

・
專

⾨
技

師
に

依
存

し
な

い
脳

波
計

n
従

来
の

脳
波

計

○
臨

床
⽤

○
専

⾨
医

・
專

⾨
技
師

が
装
着

す
る
必
要

■
時

間
が

掛
か

る
︓

〜
３

０
分

○
測

定
後

の
ペ

ー
ス

ト
除

去
︓
ぬ

る
ま
湯

や
シ
ャ

ン
プ

ー
で
洗
髪

静
岡
県
立
総
合
病
院
HP
か
ら
引
用

ht
tp
://
w
w
w.
sh
izu

ok
a-

ph
o.
jp
/s
og
o/
la
bp
ra
to
ry
/d
ep
ar
tm

en
t/
ph
ys
io
lo
gi
ca
l

/e
eg
/in

de
x.h

tm
l

41

42
Q

U
AS

AR
社

ド
ラ

イ
脳

波
計

n
サ

ン
デ

ィ
エ

ゴ
の

ベ
ン

チ
ャ

ー
n

装
着

１
〜

５
分

n
脳

波
の

品
質

は
ペ

ー
ス

ト
型

と
同

等

n
D

A
RP

A
予

算
で

軍
⽤

に
開

発

○
ワ

ー
ク

ロ
ー

ド
測

定
n

ス
ポ

ー
ツ

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
PJ

で
実

際
に

使
⽤

写
真
、
画
像
は

Q
ua

sa
r社

HP
か
ら
引
用

ht
tp

://
w

w
w

.q
ua

sa
ru

sa
.c

om
/

42

43
ヒ
ト
計
測
用
セ
ン
サ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

0.
  ⼩

型
、
低
電
⼒

（
無
電
⼒

）
、

ワ
イ

ア
レ

ス

1.
侵

襲
型
か
ら

⾮
侵

襲
型

2.
専

⾨
医

・
專

⾨
技
師

に
依
存

し
な

い
3.
接
触
か
ら
⾮
接
触

4.
不

可
能

を
可

能
に

43
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44
３

．
⾮

接
触

セ
ン

サ
〜

コ
ロ

ナ
禍

で
は

特
に

重
要

n
Vi

ta
l R

ad
io

, K
at

ab
iL

ab
, E

EC
S,

 M
IT 

○
遠

隔
で

⼼
拍

・
呼

吸
測

定

Pr
of

. D
in

a 
Ka

ta
bi

44

45
３

．
⾮

接
触

セ
ン

サ
〜

コ
ロ

ナ
禍

で
は

特
に

重
要

n
接
触

型
と

の
⽐

較
(P

hi
lip

s A
lic

e 
PD

x)
○

壁
越

し
で

も
可

○
複

数
被

検
者

も
可

45

46
３

．
⾮

接
触

セ
ン

サ
〜

コ
ロ

ナ
禍

で
は

特
に

重
要

n
デ

モ

46

47
３

．
⾮

接
触

セ
ン

サ
〜

コ
ロ

ナ
禍

で
は

特
に

重
要

n
EQ
-R
ad
io

︓
感

情
セ

ン
サ

ー
○

正
確

な
In

te
r-B

ea
t I

nt
er

va
l（

精
度

99
%

以
上

）

○
⼼

電
図

・
呼

吸
波

形
か

ら
37

種
類

の
⽣

理
学

的
特

徴
を

抽
出

し
、

⾃
⼰

申
告

と
照

合

��
��

��
��

��
��

47
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48
３

．
⾮

接
触

セ
ン

サ
〜

コ
ロ

ナ
禍

で
は

特
に

重
要

n
EQ

-R
ad

io
︓

感
情

セ
ン

サ
ー

Tr
ai

n 
an

d 
te

st
 o

n 
th

e 
sa

m
e 

pe
rs

on
 (D

in
a)

Ac
cu

ra
cy

: 7
2.

3%

•
Tr

ai
n 

an
d 

te
st

 o
n 

th
e 

di
ffe

re
nt

 p
er

so
n

事
前
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
無
し
で
も
予
測
可
能
！

48

49
ヒ
ト
計
測
用
セ
ン
サ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

0.
  ⼩

型
、
低
電
⼒

（
無
電
⼒

）
、

ワ
イ

ア
レ

ス

1.
侵

襲
型
か
ら

⾮
侵

襲
型

2.
専

⾨
医

・
專

⾨
技
師

に
依
存

し
な

い
3.
接
触
か
ら

⾮
接
触

4.
不
可
能
を
可
能
に

49

50
４

．
不

可
能

を
可

能
に

n
体

内
モ

ニ
タ

ー
︓

Sw
ist

on
La

b
, L

in
co

ln
 L

a
b

or
a

to
ry

, M
IT

○
カ

プ
セ

ル
・

サ
イ

ズ
○

マ
イ

ク
ロ

フ
ォ

ン
〜

⼼
電

図
、

呼
吸

○
温

度
計

〜
深

部
体

温
○

バ
ッ

テ
リ

ー

50

51
４

．
不

可
能

を
可

能
に

n
⾷
事

・
飲
料

モ
ニ

タ
ー

は
か

な
り
進
歩

リ
ン
ク
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ht
tp

s:/
/c

al
om

am
a.

co
m

/n
ew

s/
20

18
-0

52
9/

51
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52
４

．
不

可
能

を
可

能
に

n
排

泄
モ

ニ
タ

ー
は

︖
︖

︖

リ
ン
ク
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ht
tp

s:/
/c

al
om

am
a.

co
m

/n
ew

s/
20

18
-0

52
9/

IN
PU

T
u
酸
素

u
水

u
食
物

O
UT

PU
T

u
二
酸
化
炭
素

u
水

u
排
泄
物

IN
PU

T
u
酸
素

u
水

u
食
物

O
UT

PU
T

u
二
酸
化
炭
素

u
水

u
排
泄
物

赤
ん
坊
は
可
能
性
有
り
？

52

53
４

．
不

可
能

を
可

能
に

〜
AI

へ
の

期
待

n
So

ftw
ar

e 
as

 a
 M

ed
ic

al
 D

ev
ic

e 
(S

aM
D)

○
20

10
年

糖
尿

病
管

理
ア

プ
リ

“B
lu

eS
ta

r”
 F

DA
承

認
以

来
、

⽶
国

で
は

Di
gi

ta
l 

Th
er

ap
eu

tic
s 

(D
Tx

) 
の

開
発

加
速

○
20

13
年

IM
DR

F（
In

te
rn

at
io

na
l M

ed
ica

l D
ev

ice
 R

eg
ul

at
or

s 
Fo

ru
m

）
の

定
義

︓
Sa

M
Dは

単
体

で
医

療
機

器
と

し
て

機
能

す
る

ソ
フ

ト
ウ
エ

ア
○

20
20

年
ニ

コ
チ

ン
依
存
症
治

療
ア

プ
リ

“C
ur

ea
pp

” 
国
内
初

承
認

○
Sa

M
Dの
例

■
Di

se
as

e 
m

an
ag

em
en

t
■

M
on

ito
rin

g~
co

lle
ct

in
g

pa
tie

nt
 d

at
a 

in
 o

rd
er

 to
 h

el
p 

m
ed

ica
l 

st
af
f m

ak
e 

de
cis

io
ns

■
Al

er
tin

g
■

Di
gi

ta
l t

he
ra

pe
ut

ics

リ
ン
ク
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ht
tp

s:/
/c

al
om

am
a.

co
m

/n
ew

s/
20

18
-0

52
9/

53

54
４

．
不

可
能

を
可

能
に

〜
AI

へ
の

期
待

n
FD

Aʼ
s 

Th
e 

So
ft

w
ar

e 
Pr

ec
er

tif
ic

at
io

n（
Pr

e-
Ce

rt
）

Pr
og

ra
m

○
従

来
の

医
療

機
器

〜
性

能
ア

ッ
プ

す
れ

ば
再

度
承

認
必

要
○

機
械

学
習

・
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

搭
載

の
Sa

M
Dは

、
使

⽤
に

よ
り

持
続

的
に

デ
ー

タ
を

収
集

・
分

析
し

、
そ

の
結

果
を

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

し
て

機
能

に
反

映
、

性
能

の
持

続
的

な
変

化
が

期
待

さ
れ

る
○

従
来

の
医

療
機

器
を

念
頭

に
置

い
た

薬
事

規
制

を
、

Sa
M

Dの
特

性
を

反
映

し
た

体
系

に
再

構
築

し
て

い
く

必
要

n
Sa

M
D⼀

元
的

相
談

窓
⼝

（
医

療
機

器
プ

ロ
グ

ラ
ム

総
合

相
談

）
○

20
20

年
11

⽉
、

厚
⽣

労
働

省
か

ら
「

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
最

先
端

医
療

機
器

の
審

査
抜

本
改

⾰
（

DA
SH

 fo
r S

aM
D）
」

が
公
表

リ
ン
ク
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

hN
ps

://
ca

lo
m

am
a.

co
m

/n
ew

s/
20

18
-0

52
9/

54

55

ぜ
ひ

、
So

ci
et

y 
5.

0 
を

実
現

し
、

次
の

時
代

を
創

る
セ

ン
サ

ー
を

開
発

し
て

頂
き

た
い

︕

Th
an

k 
yo

u!

55


